
平成 29年 9月作成

認知症総合支援事業に関する市町村の取組

福島県 会津若松市
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福島県 会津若松市

総人口： 121,567人 （Ｈ29.1.1現在・・・出典：総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数」）

高齢者人口： 34,683人 （Ｈ29.1.1現在・・・出典：総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数」）

高齢化率： 28.5％ （Ｈ29.1.1現在・・・出典：総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数」）

要介護・要支援認定者数： 7,253人 要介護認定率： 20.9％

（Ｈ29.1月末現在・・・出典：厚生労働省「介護保険事業状況報告」（H29.1月月報）

日常生活圏域数： ７圏域

地域包括支援センター数： 委託７ヶ所

第6期介護保険料： 5,850円

（厚生労働省ホームページより）

基礎データ
作成時点： 29年 10月

圏 域 名 称 委 託 先

若松第１圏域 若松第１地域包括支援ｾﾝﾀｰ 会津医療生活協同組合

若松第２圏域 若松第２地域包括支援ｾﾝﾀｰ
一般財団法人 竹田健康財団
竹田綜合病院

若松第３圏域 若松第３地域包括支援ｾﾝﾀｰ 社会福祉法人 会津長寿園

若松第４圏域 若松第４地域包括支援ｾﾝﾀｰ 社会福祉法人 博愛会

若松第５圏域 若松第５地域包括支援ｾﾝﾀｰ 社会福祉法人 温知福祉会

北会津圏域 北会津地域包括支援ｾﾝﾀｰ 医療法人 明精会

河東圏域 河東地域包括支援ｾﾝﾀｰ
社会福祉法人
会津若松市社会福祉協議会
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【認知症総合支援事業】

Ⅰ．認知症初期集中支援チーム （平成29年４月 設置）

平成28年度の県のモデル事業を経て設置。

１ 設置状況 （設置人数、チーム員の職種、設置場所）

１チーム ５名 （医療法人明精会 会津西病院に設置）

・ 訪問支援対象者把握の主なきっかけ（訪問に至るまでの流れ）

地域包括支援センターがチームに関する相談窓口となり、チームに繋ぐ流れ。

（広報等の効果もあり、市民は地区の担当包括の連絡先を知っている。）

２ 取組の状況

・ 訪問実人数は７名 （訪問延べ件数９件）、市担当者・認知症地域支援推進員・専門医を含めた

チーム員会議は月１回＋αで開催している。チーム検討委員会は、今年度3回開催。

・ 医師は認知症サポート医研修を修了した内科医であり、在宅医療も担当している

ため、チームとの同行訪問が容易である。

また、同病院には認知症専門医もおりチームをサポートしている。

○ 認知症疾患医療センターとの連携状況

市の認知症施策アドバイザーとしてセンター長を委嘱しており、チーム検討委員会

等で実施状況等について報告し、助言を受けている。

３ 今後の展望

事業開始からまだ５ヶ月であり、試行錯誤状態である。様々なケースに対応してい

く中で、チームの活動を精査していきたい。

４ 事業を遂行する上でのポイント

・ 市、地域包括支援センター、認知症初期集中支援チームが同じ認識のもとで活動

できるような情報共有と連携が必要である。

・ 7圏域の地域包括支援センターを交えた月に１回のチーム員会議は、ケース支援の方策を検討するとともに、

お互いのケース対応力の向上にも効果がある。

包括的支援事業(社会保障充実分)

チーム員職種内訳 人数

看護師 ２

作業療法士 １

精神保健福祉士 １

医師(治療歴５年以上でサポート医) １

チーム員の総数 ５
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Ⅱ 認知症地域支援推進員

１ 設置状況 （設置人数、職種、配置場所）

・ 平成25年８月に１名配置。平成27年９月には高齢者人口が多い３つの地域包括支援センターへ配置。

現在は市高齢福祉課に１名と、全ての地域包括支援センター（７ヶ所）に１名ずつの８名を配置。

・ 看護師４名、作業療法士１名、社会福祉士１名、介護支援専門員２名。

・ 認知症施策アドバイザーとしてサポート医１名を委嘱。（認知症疾患医療センターのセンター長）

２ 取組の状況

○ 認知症の人を支援する関係者の連携を図る取組

・認知症サポーター養成講座とステップアップ講座の２方式で実施

・認知症キャラバン・メイト連絡会の実施

・認知症医療介護連携推進連絡会議の開催

・認知症ケアパスの作成

○ 認知症対応力向上の推進

・認知症ケア多職種連携推進研修会の開催

○ 在宅生活継続のための相談・支援

・認知症外出見守り事業

○ 家族に対する支援事業

・家族介護者交流会の開催

・認知症カフェの開設及び運営支援 （５ヶ所設置）

３ 今後の展望

認知症地域支援推進員の資質の向上とともに、認知症ケアに携わる関係者の資質の向上を図る。また、認知症カ

フェについては、認知症の方や家族の方等が、行きたいと思えるようなカフェの運営支援を行いたい。

４ 事業を遂行する上でのポイント

今年度４月から全ての地域包括支援センターに１名ずつ認知症地域支援推進員が配置されたので、市に配置し

ている推進員とともに、認知症施策の中核として活動できるよう連携強化及び資質向上を図りたい。

包括的支援事業(社会保障充実分)
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カフェ名 場 所 開催日時 費 用 主催・問い合わせ先

認知症カフェ
「ひだまり」

ふれあい園芸センター
河東町郡山中子山22

第3木曜日
（除1・2月）
11：00～14：00

500円
(ランチセット)

認知症の人と家族の会
会津地区阿久津

090－8423－4377

オレンジカフェ
「こころの輪」

会津西病院一般外来診療棟外来ラウンジ
北会津町東小松2335

第4水曜日
14：00～16：00

200円
（お茶代）

医療法人明精会
北会津地域包括支援センター

0242－56－5005

オレンジカフェ
「メモリィ」

医療生協 愛称「つどいの家」
東千石1丁目3－32

第3火曜日
10：00～11：30

200円
（会費）

地区住民とボランティア
第1地域包括支援センター

0242－36－6770

認知症家族教室
オレンジカフェ

山鹿クリニック５F待合スペース
本町1-1

第3土曜日
14：00～16：00

300円
（お茶代）

一般財団法人 竹田健康財団
認知症疾患医療センター

0242－29－3808

コミカフェ
「しゃべりば」

城南コミュニティセンター
東年貢1丁目11-2

第2土曜日
10：00～11：30

200円
（お茶代）

福島県作業療法士会会津支部
会津医療センター 作業療法室

0242－75－2100

認知症カフェ一覧


